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１．はじめに 

 これまでの研究で、従来の長尺先受工法（以下ＡＧＦと記す）の構造上の弱点であった、ねじ式継手に替え、

高耐力かつワンタッチで接合が容易な新工法を開発した 1)2)。鋼管のねじ切り加工が不要となるため、鋼管の

肉厚を従来の 6mmから 4.2mmに薄肉化でき、かつ従来工法と同等の曲げ耐力を保有する。これは、ねじ式継手

の場合、継手部の曲げ耐力が素管部の 4割しかないが、ワンタッチ式継手は継手部が強化され、曲げ耐力を素

管部と同等としたためである。本研究では、ワンタッチ式継手が曲げ耐力に比べ、削孔時の引張りに弱点があ

ったため今回改良し、室内および現場にて実証実験を行った事例を以下に報告する。 

 

２．ワンタッチ継手の概要 

 図-1 に一般的なＡＧＦ工法の鋼管の構成を示す。長さ 3.5m と 3m の鋼管を継手でつないで合計 12.5m の長

さを打設する。写真-1 のような従来工法のねじ継手部はそこが弱点となるため、切羽が崩落するような重大

な局目において継手部が曲げ破壊する事例があった。この弱点の克服および施工性の向上のため、写真-2 の

ようにねじ加工が不要なワンタッチ式のＡＧＦをこれまで開発してきた。表-1 にねじ式とワンタッチ式の曲

げ耐力の比較を示す。従来のねじ式は、t=6mmの素管部に対し、継手部の耐力は 4 割しかなかったが、ワンタ

ッチ式は継手部の強化により、継手部の曲げ耐力が素管部と同等である高耐力な構造である。これにより素管

部を 4.2mmに薄肉化した。 

本研究では削孔時に鋼管に負荷がかかる厳しい条件を想定し、硬質な岩盤でも耐えうる構造の検討を行った。

現場は一般国道 115号荻平トンネルで花崗岩主体の硬岩地山である。本トンネルは、河川の直下を小土かぶり

でトンネルが横断する区間でＡＧＦが設計されていた。ワンタッチ式のＡＧＦ鋼管を削孔したが、鋳物製の継

手と鋼管を接続するボルトが脱落し、削孔できなくなった。ドリルジャンボのドリフターによる打撃時の引張

の影響と考えられる。硬質岩盤では、削孔時の振動が伝わりやすく、削孔時間も伸びたことも要因と考えられ

る。引張強度を強化し、岩盤地山でも施工を可能とするため、新たな継手の設計を検討した。 
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写真-1 従来のねじ継手 

図-1 ＡＧＦ工法の鋼管と継手部の組み合わせ（Ｌ=12.5ｍの場合） 

写真-2 ワンタッチ式継手 

表-1 曲げ耐力の比較 

外径mm 断面積 断面係数

肉厚mm cm2 cm3 素管部 継手部

φ 114.3
ｔ6.0

φ 114.3
ｔ4.2

曲げ耐力　kNm

従来
ねじ式

20.41 52.5 31 12

23ﾜﾝﾀｯﾁ式 14.52 38.6 20
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３．ワンタッチ接合式継手の構造  

 新たに開発した Cリングを用いた継手部の構造を写真-3に示す。Cリングは挿入時に縮径し、鋼管内側に設

置した溝部で広がることで鋼管から外れない構造である。継手と鋼管が完全に固定されず、ジャンボの衝撃が

緩和される。既存の安価な Cリングを採用しており、構造がシンプルで作業員の施工も簡便で容易である。 

図-2 に引張強度を検証するために作成したワンタッチ接合式 AGF の FEM 解析モデルを示す。通常の AGF で

は削孔時、ジャンボと地山の摩擦抵抗により引っ張り荷重が発生する。解析結果より、本構造での引張性能は

295kNの耐力を保有する結果となった。従来のねじ式継手の引張耐力が 250kN程度であるので、同等以上の耐

力を有する。鋼管の重量もこれまでの肉厚 6mmから 4.2mm であり、継手重量の 3.6kgを考慮しても 80%に縮減

した。施工性とともに、鋼材の使用量を削減できるため、環境負荷低減にも寄与できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．現場実証試験 

 改良したワンタッチ式継手を用いて現場での削孔試験を実

施した。施工現場は愛知県新城市の第二東名高速道路のトンネ

ルである。切羽は CⅡ-bパターンの珪質片麻岩主体の中硬岩で

あった。試験施工の削孔サイクルタイムを表-2に示す。鋼管の

接続時間は、鋼管削孔終了から次の鋼管施工（保護管取り外し、

ロッドの切り離し、鋼管のセット、ロッドの接続、鋼管接続）

までの時間を接続時間とした。平均の接続時間は、5.4分であった。従来のねじ継手と比べ施工性に遜色なく

良好であった。作業員の慣れは必要であるが、ねじ式程度に施工時間が短縮できると考えられる。 

 

５．まとめ 

 ワンタッチ接合式ＡＧＦ鋼管の継手部を Cリングを用いた構造に改良した。下記に結論を示す。 

・ジャンボによる継手部への影響はなく、C級の中硬岩地山の現場での施工性に問題ないことを検証できた。 

・平均の接続時間は、5分程度であった。作業員の慣れが必要であるが、今後、ねじ式継手と同等の接続時間

に短縮できると考えられる。 

・これまでの開発同様、継手部は高耐力で曲げ耐力が高い。 

・鋼管の薄肉化により鋼管の重量がネジ式の 3m あたり、47kgから 37g に 80%に軽減した。作業員への負担の

軽減、コスト削減および環境負荷の低減にも寄与できる。 
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写真-3 改良した継手構造の概要（C リングを採用） 

表-2 試験施工の削孔時間・継手接続時間 

削孔
時間

接続
時間

削孔
時間

接続
時間

削孔
時間

接続
時間

削孔
時間

接続
時間

先頭管 6分 10分 6分 4分 3分 2分 7分 7分

中間管① 7分 6分 6分 5分 5分 6分 7分 6分

中間管② 9分 5分 5分 5分 10分 6分 7分 17分

端末管 8分 8分 8分 15分

No.1 No.2 No.3 No.4

図-2 引張強度の解析モデル 
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